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論 文 の 内 容 の 要 旨

（目的）

　運動トレーニングには，冠動脈疾患（coronary heart disease : CHD）のリスク要因である血中の低い HDL

コレステロール（HDL-C）レベルを改善するといわれているものの，その効果については必ずしも確立して

いない。特に，運動トレーニングのプロトコールや対象者の身体的特徴の差異が HDL-C上昇効果に及ぼす

影響については，これまでのところ確立したエビデンスに乏しかった。本研究では，HDL-Cレベルを効率よ

く上昇させるための具体的な運動プログラムを明らかにすることを目的に，研究課題 1，研究課題 2を設定

した。

　研究課題 1では，最上位のエビデンス確立に最も有効な手段の一つとされるメタアナリシスを用いて，

HDL-C　レベルの上昇により効果的な運動プログラムや対象者の特徴を疫学統計的に明らかにした。

　また，研究課題 2では，CHD発症・死亡のリスクの特に高い高齢者に対し運動トレーニングを実施し，

CHDリスク要因改善効果を臨床的に検討するとともに，研究課題 1の結果と関連させ，高齢者における運

動トレーニングにおいて HDL-C改善に重要な要素を考察した。

（対象と方法）

　研究課題 1では，1966 年から 2005 年までに有酸素性運動トレーニングによる HDL-Cの変化を検討したこ

れまでのすべての無作為化比較研究を網羅的に検索し，各研究における推定運動量，運動プロトコール（一

回あたり運動時間，頻度，運動強度），対象者要因（年齢，性別，肥満度，脂質データ，有酸素性運動能力）

のそれぞれと HDL-C上昇効果との関係につきメタ回帰分析を行った。

　研究課題 2では，茨城県在住の 60 歳以上の中高齢者（平均年齢 66 歳）46 名（うち女性 33 名）に対し，

換気閾値の 80％の強度で，一回あたり 30 分，週 3回の有酸素性運動トレーニングを 12 週間にわたって実

施した。トレーニング前後に，HDL-Cに加え，各種血液データ（総コレステロール，トリグリセリド，LDL

コレステロール，空腹時血糖・インスリン）および最高酸素摂取量を測定し，これらの検査項目の変化を検

討した。また，インスリン抵抗性の指標としては HOMA係数（homeostasis model assessment for insulin 
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resistance : HOMA-IR）を用いた。

（結果）

　研究課題 1 により，1）週あたり消費エネルギー 900kcal，または週あたり運動時間 120 分以上を境に

HDL-C上昇効果が大きく有意に，出現すること 2）運動プログラム要因の中では，一回あたり運動時間と

HDL-C上昇効果との間には有意な相関関係を認めたものの，週当たりの頻度や運動強度と HDL-C上昇効果

とは無相関であること 3）総コレステロール値が高く，肥満度が比較的低い対象者において HDL-C上昇効果

が大きいことを明らかにした。

　研究課題 2 により，1）高齢者において，週約 190kcal程度の低運動量の運動トレーニングであっても

HOMA-IRに示されるインスリン抵抗性の改善に有効である可能性が示唆されたものの，HDL-C上昇効果に

は不十分であること　2）HDL-Cレベルの低い対象者では HDL-Cレベルの改善により有効であることが示唆

された。

（考察）

　研究課題 1の結果により，HDL-C上昇を目的とした運動プログラムの詳細が明らかになったものの，人種・

性差や高齢者におけるエビデンスは不十分であり，今後これらの領域の多くの研究の必要性が示唆された。

　研究課題 2の結果，高齢者においても運動トレーニングによる HDL-C上昇には，運動量が大きく関与し

ていることが示唆されたが，その運動量のレベルの特定や，運動トレーニングにより HDL-Cが上昇しやす

い対象者の特徴については，今後のさらに多くのエビデンスを確立する必要があると考えられた。

審 査 の 結 果 の 要 旨

　本研究は CHDの主要リスク要因である HDL-Cレベルの改善に向けた運動トレーニングの具体的内容を明

らかにした点で，体育科学および健康科学の分野に新しい知見を加えるものであり，意義深いものと考えら

れる。

　ただし，研究課題 1の結果に比して，研究課題 2で実施された運動トレーニング量はあまりにも低いレベ

ルであり，実験デザイン上やや不備があると思われる。今後は，研究課題 1の知見に基づいて，高齢者にお

けるより高いレベルの運動トレーニングを実施し，運動量と HDL-C上昇効果のより詳細な関係の検討を期

待したい。

　しかしながら，この本研究を行うにあたっての先行論文調査および上記 2課題における方法と結果の記載・

考察の内容は概ね妥当なものであり，さらにその内容はすでに英文国際誌2報としてまとめられている。従っ

て，本論文は学位論文審査会において，博士（スポーツ医学）学位論文として提出するに値すると判断され

た。

　よって，著者は博士（スポーツ医学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。


